
２０１３～２０１４年度 釧路北ロータリークラブスローガン【讃えようロータリアン、実践しよう奉仕】

　　　　５月７日（水）  本年度第４２回（通算２７２８回）　　　

■出席報告【会員総数６９名　免除７名　出席計算に用いた会員数６９名】

■会長挨拶
《小野寺会長》   

みなさんこんにちは。

本日も例会に参加いただきありがとうございます。

今日は釧路クラブ様より会員の皆様がメーキャップにお越しいただきありがとうご

ざいます。吉田会長にうかがいましたところ、｢釧路クラブは人数が多いので各クラ

ブに集団メーキャップで沢山伺うと迷惑をかけてしまう事が有るのでグループ分け

してメーキャップさせていただくんです｣とのことでした。各クラブへの配慮をされ

ての素晴らしいことと思いますので、私ども北クラブも取り入れたいものだと思います。

本日は連休明けで皆様も少し疲れが残っているのではないかと思いますので、みん

なにとってなくてはならないお金の話を少しします。みなさんは自分の時給がいく

らくらいか考えた事が有るでしょうか。個人差はあるものの、年収を2000で割ると

だいたいの時給が出るとの事です。土日祭日を休み一年２５０日一日８時間働く想

定のようです。年収400万円の人なら、時給は2000円。700万円なら3500円になります。

そして自分の時給を知ることで自分への投資をする時に一つの基準になります。

たとえば皆さんが1000万円の年収だとして時給は5000円となります。奥さんなどと

おいしいワインを飲みたいなと思ったとき、4万円ですと8時間一日分の労働に匹敵

します。はたして、そのワインに(奥さんに)それだけの価値があるのか、ないのか。

そんなふうに考えてみると、案外簡単に答えが出ます。ブランド品、海外旅行、友

人とのお付き合い等、自分への投資に、迷ったら「時給」を参考にするといいのか

もしれません。以上挨拶とします。

出席者　３５名　　本日の出席率　５０．７％

■お客さま
釧路ロータリークラブ

浅川 正紳君、天方 智順君、片桐 典行君、後藤 公貴君、五明 正吉君、清水 輝彦君、前田 秀幸君

担当/プログラム委員会
12時30分～釧路プリンスホテル

会員卓話

　・釧路RCの皆様、本日多数のメーキャップを頂き、ありがとうございます　～小野寺 英夫君

　・本日の例会、吉田さん、迫田さん宜しくお願いします　～佐渡 正幸君

　・卓話よろしくお願いします　～迫田　武君

　・本日の会員卓話、吉田会員、迫田会員よろしくお願いします　～坂入 信行君

　・もうすぐ４１歳。ますます頑張ります！　～瀧山 周治君

　・結婚記念日のお花ありがとうございました　～菊池 美恵子さん

　・辛抱してくれた母さんに感謝　～小山 義雄君

　・５回目の年男です。よろしくお願いします　～伊賀 敬司君

■ニコニコ献金

■幹事報告
《佐渡幹事》   

・活動報告が、根室、厚岸ロータリークラブ、釧路北ローターアクトクラブ

　から届いております。回覧します。

・The Rortarian５月号が届いておりますので、回覧します。

・家庭集会の報告書の期限が５月９日までとなってますので、報告者の方は

　提出お願いいたします。



会員卓話

　みなさん、こんにちは

　まずもって、釧路ＲＣの皆様、来訪して頂きましてありがとうございます。そんな中

での、「会員卓話」大変緊張しております。

また、この様な試練を与えてくれました、坂入プログラム委員長に、強く感謝を申し上

げます。私に与えられた、卓話のテーマは「今年度ガバナー補佐幹事を振り返って」と

いうことですが、交通遺児支援パークゴルフ第６回目の会長・幹事会が残っております

ので、振り返るには少々早いように感じますが、振り返ってみたいと思います。

昨年初頭に、北川先輩おり次年度ガバナー補佐幹事をやるように言われ、ノウテンキな

私ですので本来なら、二つ返事でお受けするところでは在りますが、さすがに「ガバナ

ー」と言う言葉が付きますと、いささか考えてしまい、「経験の浅い自分でいいのでしょ

うか？」また、「何をすればよいのでしょうか？」とお聞きした覚えがあります。

その時に北川先輩は、たぶん優しい笑顔で公式訪問表敬訪問の随行「年６回の会長・幹

事会の資料を作ってくれればいいよ」後は、司会進行・会計は、田村先輩がやってくれ

るからと言い、笑顔で去って行った様に、記憶しております。

それに輪をかけて、田村先輩にお聞きしたところ、またもや優しい笑顔で、大丈夫言わ

れ、お二人の笑顔に、安心し、お受けすることとなりました。

ここで、冗談ですが、若い会員の皆様、先輩の優しい笑顔には気をつけてください。

とわ言え、易しい釧路北ＲＣ先輩からは、私を心配するお言葉や、ご指導を沢山いただ

くこととなり、初めは冗談かと思いましたけど、第１回目の会長・幹事会までは何度と

なく心が折れそうになりました。そうした中、当時の高橋会長・小林幹事からは、その

年度の会長・幹事会資料を貸して頂きましたし、行くことは出来ませんでしたが、次回

の会長・幹事会に誘ってもいただきました。

先輩方の、優しさを感じたところでした。

また、当時ガバナー補佐でありました釧路南ＲＣの長江ガバナー補佐からは、アドバイ

スを頂いたり、分区の資料をデーターで頂くなど、皆様に助けられ、優しさを感じたと

ころでもありました。

そして、第１回目の会長・幹事会は、坂入先輩の店で、行わせていただきましたが、当

日、細かいところで抜け落ちているところが多々あり、先輩にお願いして、その場で対

応して頂きました。

「皆様に助けられての、ガバナー補佐幹事の船出となりました。」

　今年度プログラム委員長を仰せつかりました坂入でございます。

　本日の卓話例会はゲストをお招きしての卓話ではなく、当クラブは優秀な会員が沢山

おりますので、クラブ会員によるクラブ会員の為の卓話例会、そして、その会員の人な

りやその素晴らしさを知る事、知ってもらうことが、会員相互理解と、親睦へと繋がり

例会の充実、会員増強、退会防止とつながっていくのでは無いかと思っております。

で、今回はいつも例会場でお世話になり、沢山のわがままを聞いてくださっている、平

成 23 年入会、（株）トップオブ釧路勤務の吉田会員にお願いさせていただきました。今

月 5月 17 日に開催される 55 周年記念事業と同様に吉田会員は当クラブと同じ年輪、55

をきざんでいる唯一の会員と言うことで卓話をお願いしました。

　また、もうひとかたは今年度北川ガバナー補佐の幹事役として、田村先輩と共に支え

てきた平成 21年入会、迫田会員です。今回、北川ガバナー補佐に一年を振り返って卓話

をお願いしたところ、所用の為、釧路に不在との事で、是非、両幹事に出番をと言う事

でしたが、田村先輩には前回、卓話を頂戴いたしましたので、今回は、是非、迫田会員

に出番を与えてほしいとの北川ガバナー補佐の依頼がありましたので、迫田会員にお願

いしたところ快く引き受けていただき、本日お願いする経緯となりました。では、早速

お願い致します。

坂入プログラム委員長

迫田会員



そうした中での、第１回目会長・幹事会では在りましたが、北川先輩の気配りや、田村

先輩のマイクパホーマンスなどで和やかな雰囲気の中で終わることが出来ました。重鎮

お二人のお力を、思い知ったところでもありました。２回目からは、持ち前の性格で、

緊張感も無く和やかな雰囲気の中で、行わせて頂いております。

残すところ第６回目の会長・幹事会を、そそうの無い様にと思っている今日この頃です。

会長・幹事会の話はこの程度とし、ＩＭで感じたことを、話をさせて頂きたいと思います。

当クラブがホストをしたＩＭですが、北川ガバナー補佐の思いを受けて、中嶋実行委員長

が采配をとり、釧路北ＲＣ、釧路北ＲＡＣの皆が結束し、当日ギリギリまで試行錯誤しな

がら、ＩＭを成功に終わらせてことは、本当にすごい事と思いましたし、当クラブの底力

を感じました。

そして、前ＲＩ会長田中作治氏を、釧路にお呼びした北川ガバナー補佐のロータリーに掛

ける思いも、強く感じるＩＭだったと思います。

「ガバナー補佐幹事」をやらせて頂いて、私が感じたこと、勉強になったことを、話をさ

せて頂きます。

１.集団メーキャップで他のクラブへお邪魔させて頂いた事はありましたが、話も出来ま

   せんでした。役柄でしょうか、表敬訪問、公式訪問の時には、皆様にお声をかけて頂

   き、少し親睦が深まった様に感じました。

２.分区の活動や、他のクラブの活動が少しとは思いますが、判った様に思います。

３.何よりも、各クラブの会長・幹事さんの言動、立ち振る舞いが自分には、とても勉強

   になりましたし、刺激的でした。

最後になりますが、数年後には、当クラブに「ガバナー補佐・補佐幹事」の役割が廻って

来ることと思います。先輩皆様のご協力のもとで、私の様に経験の浅い会員が、経験する

のも良い機会と思いますので、ご提案をさせて頂き卓話を、終わらせて頂きます。

御清聴ありがとうございました。

1958 年に北ロータリークラブが設立した年に生まれたと理由だけで

会員卓話の指名があり、大変光栄に思います。

薀蓄のある話や、楽しい話はできませんが時間の許す限り自分なりの

卓話をさせていただきます。

私は、昭和 57 年・1982 年に釧路にきましてそれから 33 年釧路に住んでおります。

それまでは、22 年間小樽に住んでおりましたので、小樽について話をさせていただきます。

小樽の昔ながらの味といえば、①なるとのから揚げがあります。これは鳥を半身にして

揚げたものです。現在はケンタッキーなどがありますがなるとのから揚げは古くから

小樽の味であります。

②甘党のクリームぜんざい

これは、粒あんの上にもちがあり、その上にソフトクリームをのせ混ぜて食べるこれも昔か

ら、小樽の庶民に愛された味であります。

➂シャコ

シャコは別名小樽ではガサエビと呼ばれおいしいですが、大変グロテスクで（昆虫）のよう

な感じです。食べ方はお寿司屋で見ると、身のままですが実際ははさみで

頭をきり、殻の両サイドにはさみをいれ面倒な食べ方です。

④名勝

天狗山にロープウエイで上り、夜景を見るのが一般的ですが、

手宮公園から見る港の一望も大変すばらしく、おすすめのスポットです。

ぜひ小樽に観光に行かれたら上記の食べ物と、観光スポットを散策してみてください。

これをもちまして、本日の会員卓話とさせていただきます。

本日は誠にありがとうございます。

吉田会員


